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研究成果の概要（和文）：オンライン上の学習行動とリスニング学習方略との相関についてディクテーションタ
スクのケースを検討した。その結果は、相関を示す項目の数がそもそも少なく、その効果量も比較的小さいもの
ではあったが、「開始／停止」の頻度と学習戦略の間には弱い負の相関がある興味深い結果を得ることができ
た。「繰り返し」の行動はトップダウンのプロセスの弱点の補償を反映している可能性が示唆された。総じて、
学習戦略とログデータの間には相関の可能性をさらに探究していくことの有効性を示しているものと考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：This study examined the correlation between online learning behavior and 
listening learning strategies in the case of dictation task. The results showed a relatively small 
number of items indicating correlation, and the effect size was also relatively small. However, an 
interesting finding was obtained, showing a weak negative correlation between the frequency of "
start/stop" actions and learning strategies. The "repetition" behavior suggested a compensation for 
the weaknesses of top-down processes. Overall, these findings suggest the potential for further 
exploration of the correlation between learning strategies and log data, demonstrating the 
effectiveness of investigating this relationship.

研究分野： 外国語教育、教育工学

キーワード： オンライン教育　英語教育　学習行動　学習方略

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、DX時代を背景にしたオンライン教育実践における授業改善に手がかりを提示したものと考えられ
る。ポストコロナ時代の学習において、教室の中での授業実施に加え、教室の外での学習を強化することで今ま
で以上の学習効果を期待することが可能になる。特にオンライン学習の実情を可視化し、適切なフィードバック
をどのように与えるかに対して何らかのヒントを提示することは、今後の多様でパーソナライズされた学習にと
っては不可欠になる。その前提で、学習行動データと学習者の心理要因を相互的に検討する研究は今後ますます
期待される。本研究はその手がかりを提示するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
タブレット端末などの ICT 機器を利用したオンライン学習環境が大きな広がりを見せている

中、学習過程で生じるページめくりやノートテイキングなどの学習行動を反映するログデータ
を大量に収集・分析をすることで、学習者の学習成果を予測したりフィードバックを行ったりす
る「学習分析 (Learning Analytics)」という分野が注目されている。しかし、ここまでの学習分
析の研究はドロップアウト予測や学習者の学習スタイルの同定にとどまっており、収集したロ
グデータが外国語教育の「指導」においては十分に活用されていないのが現状であった。 
 学習分析によるアプローチは、主に教育工学の分野で特に精力的に扱われており、学習者のド
ロップアウトの予測や、学習行動パターンの分類などの研究が盛んに行われていた。一方で、外
国語教育の分野においては、ログデータの収集自体の課題があることに加え、その結果を利用し
てどのように指導に結びつけるのかまでは十分に波及しておらず、学習分析で得られたデータ
を利用した英語教育に関する授業実践、授業支援システム開発などの研究へは進んでいない。  
 その理由として考えられるのは、学習行動データとして収集可能な学習ログデータ（ページめ
くり、閲覧時間、検索、メモ、キー入力記録、GPS、など）による指標が、「指導」と結びつけ
られている教育学的、心理学的構成概念と結びつけられておらず、結果として習熟度やパフォー
マンス評価などの評価指標に繋がっていないというのがある。この視点は、デジタル教科書を利
用したオンラインの学習環境のもとで学習ログデータを利用した外国語教育を推進する上では
必ず着目しなければならない重要なポイントと考えられる。Ono（2018）では、オンライン学習
環境における学習行動データとして収集される学習行動の可能性を探求することの重要性につ
いて論じており、これは学習者の学習の「個別化」と「適応化」に直接つながる可能性があるし
ている。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえると以下の本質的な問いに答えることがまず必要となる。 
 
 問い 1：学習過程データとして収集可能な学習ログデータは、そもそもどのような教育学的・ 
   心理学的構成概念と結びついているのか？ 
 問い 2：これらの学習ログデータと、学習者の習熟度やパフォーマンス評価を関係付ける因果 
   関係モデルはどのようなものか？ 
 
本研究課題では、リスニング学習の過程で収集されたログデータが学習者のリスニング学習法
略と関連付けることが可能かどうか、そして学習方略を構成する心理的構成概念とどのような
関係性が求められるのかついて検討する。従来の研究では、外国語学習環境において、特にリス
ニングの練習環境において、オンラインの学習行動が学習戦略などの個々の学習者要因と関連
しているかが扱われることはなかった。Ono（2014）は、TED Talk などのオーセンティックな
マルチメディア教材の使用において、多様な理由に基づく目的による意図的な「スキップ」や「繰
り返し」といった行動がデータが状況を複雑にし、分類・予測を困難にしていると指摘している。
本研究課題では、まず小規模レベルでの実践研究を実施した（Ono & Ashizawa, 2020; Ono, 
2021)。 
フォーカスするのはオンライン環境における「ディクテーション」活動である。この活動は、

聞き取った内容を書き取るタスクで、認知的に複雑で、文法、文脈、音韻的知識の処理の活性化
を伴うものである。リーディング活動と比べて、リスニングはより困難を伴うタスクであるとさ
れている。Field（1999）によれば、リスニングは脳内で同時に 2 つのプロセスを必要とする。
ボトムアッププロセスは連続する音声の単語を理解することと関係しており、トップダウンプ
ロセスはスキーマ理論などの理解モデルから派生し、EFL 学習者が一般的に課題とされるボト
ムアップの能力を補完するものである。Oller（1971）は、デクテーションタスクは学習者に文
法的な予測能力を提供し、一般的な能力を促進するとしている。さらに、Heaton（1975）はデ
ィクテーションタスクが音韻的な識別、語彙知識、文法知識、聴解力、音韻的記憶スパンなどの
概念を予測することを指摘している。このタスクは、トップダウンとボトムアップの両方のプロ
セスの活性化を意図している。以上から本研究課題をディクテーション活動と関連づけて心理
学的構成概念を模索することから多くの示唆が得られることと期待できる。 
学習方略に関しては、Oxford (1990)の言語学習方略インベントリ（SILL）が第二言語習得の

分野で広く注目されて以来様々な実践研究が実施されている。リスニング方略の研究では、リス
ニングタスクを達成するための個人の心理的および観察可能な行動の構築や方法について議論
されている。さらに、Nix（2016）は、台湾の EFL 学習者の人口を対象に潜在的な特性とリス
ニング方略の使用の強さを推定するための EFL リスニング戦略インベントリ（ELLSI）という
質問紙を作成している。このモデルは、以下の 4 つの関連する要素に基づいてる：（i）学習設定
（対話／会話、自己学習、学術）；（ii）チャネル（対面、VOIP／電話、ウェブカム、音声・視聴
覚メディア）；（iii）戦略（メタ認知的、認知的、社会的・情動的）；（iv）処理（対話的、トップ



ダウン、ボトムアップ）。その上で 23 の検証済みの質問項目が提案されている。本研究では、23
の質問項目は日本の EFL 学習者のリスニング戦略を包括的に反映しているものとし、ELLSI を
使用することにする。 
 
３．研究の方法 
本研究では 76 人の国立大学の大学一年生が参加した。今回使用するコースウエアは CaLabo 

MX というチエル社が提供するものをである。本コースウェアはすべての学生にとって新しいも
のであったため、最初の 2週間をトレーニング週として設計し、参加者がシステムに慣れること
ができるようにした。データは第 5週から第 8週まで実施し。分析対象としたターゲット文は、
長さ、語彙レベルを考慮して４種類用意した。今回分析対象にした総ログデータは 22,596 行で
あった。 
また、学習行動データとして以下のパラメータを設定した。インターフェースについては以下

の図の通りである。 

① 再生を開始する場所を探す（Seek） 
② 開始/停止ボタンを押す（Start/Stop） 
③ 2 秒戻る（Back） 
④ 2 秒進む（Forward） 
⑤ 繰り返しのための A-B ポイントを設定する（Between） 
⑥ 速度を変更する（ChangeSPD） 
⑦ 最後まで進んで停止する（Complete） 

 
 また、事前調査として、ELLSI を協力者に対して実施し、因子分析を実施した。アイテムの
主因子負荷が 0.35 を超えない場合や、アイテムが複数の因子に負荷されている場合には、その
アイテムはモデルから削除した。結果、以下の４要因が背景にある構成概念に対応するという想
定のもとで、分析を進めることにした。 
 
因子 1 = グローバル理解戦略（Global Understanding Strategies） 
因子 2 = 言語外要素とグループ化戦略（Paralinguistic and Grouping Strategies） 
因子 3 = 知識と経験に基づく戦略（Knowledge and Experience-Based Strategies） 
因子 4 = 学習戦略（Learning Strategies）  

 
以上のデータから、リスニング戦略で関係する４つの要因と各パラメータスコアとの間の相関
を分析した。 
 
４．研究成果 
 結果はあまり明確な形ではなかった。つまり、相関を示す項目の数がそもそも少なく、その効
果量も比較的小さいことが明らかになった。しかし、「開始／停止」の頻度と学習戦略の間には
弱い負の相関がある興味深い結果を得ることができた。「繰り返し」の行動は、Field（1999）や
他の研究者による先行研究との関係性を見出すことができた。つまり、この学習行動はトップダ
ウンのプロセスの弱点の補償を反映している可能性が示唆された。総じて、学習戦略とログデー
タの間には相関の可能性をさらに探究していくことの有効性を示しているものと考えられる。
学習者の要因には他の複雑なメカニズムが存在すると仮定し相関に影響を与える可能性が想定
されるため、今後は、モデルをより精緻化し大規模協力者のもとで研究を進めることが肝要にな
っていることを示しているものと考えられる。 
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